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手術支援ロボットを使った
手術現場の最前線

ダヴィンチによる「ロボット支援手術」の
現場に迫る

い
ま
や
前
立
腺
が
ん
手
術
の
主
流

　

医
師
が
患
者
さ
ん
に
触
れ
る
こ
と
な
く
、

立
体
画
像
を
見
な
が
ら
遠
隔
操
作
で
手
術

器
具
を
動
か
す
画
期
的
な
手
術
―
―
。前
立

腺
全
摘
除
術
の
現
場
で
は
、「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」を

使
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
は
、も
は
や
日
常

の
光
景
と
な
り
つつ
あ
る
。

　

2
0
0
0
年
に
ア
メ
リ
カ・イ
ン
テ
ュ
イ
テ
ィ

ブ
サ
ー
ジ
カ
ル
社
で
開
発・販
売
さ
れ
た
手
術

支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」は
、バ
ー
ジ
ョン

ア
ッ
プ
を
重
ね
、い
ま
や
世
界
に
普
及
し
て
お

り
、本
場
ア
メ
リ
カ
で
は
前
立
腺
が
ん
手
術
の

約
85
％
が
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

手
術
を
採
用
し
て
い
る
。

　

日
本
で
も
2
0
1
2
年
に
承
認
さ
れ
保
険

適
用
と
な
り
、急
速
に
普
及
が
進
む
。現
在
、

全
国
で
約
2
7
0
台
が
導
入
さ
れ
、ダ
ヴ
ィ
ン

チ
に
よ
る
前
立
腺
全
摘
除
術
は
、お
よ
そ

1
5
0
0
0
症
例（
2
0
1
6
年
）に
及
ぶ
。

　

昭
和
大
学
病
院
で
も
2
0
1
3
年
に
ダ

ヴ
ィ
ン
チ
S
i
を
導
入
し
て
い
る
が
、そ
の
利

点
に
つい
て
、泌
尿
器
科・森
田
順
医
師
は「
手

術
の
簡
素
化
、精
度
の
向
上
、出
血
の
減
少
」

を
挙
げ
る
。患
部
を
10
倍
に
拡
大
し
た
３
Ｄ

動
画
像
を
見
な
が
ら
手
術
が
で
き
る
、人
間

の
手
よ
り
多
い〝
３
本
の
ア
ー
ム
〞を
操
作
で
き

る
、ア
ー
ム
は
2
0
0
度
以
上
回
転
可
能
で

手
ブ
レ
が
な
い
、手
持
ち
よ
り
も
手
術
器
具
の

繊
細
な
動
き
が
可
能
、と
いっ
た
特
長
は
、難

度
の
高
い
前
立
腺
全
摘
除
術
の
手
術
効
率
と

精
度
を
高
め
、開
腹
手
術
に
比
べ
て
出
血
量

も
非
常
に
少
な
く（
約
2
0
0
ml
）、ま
た
、

術
後
の
尿
失
禁
の
回
復
も
早
く
、患
者
さ
ん

の
負
担
を
抑
え
Ｑ
Ｏ
Ｌ
も
高
め
る
手
術
法
だ

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

医
師
の
操
作
に
従
い
、

鉗
子
が
滑
ら
か
に
動
く

　

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
は
、手
術
を
担
当
す
る
医
師

（
以
下
、術
者
）が
操
作
す
る「
サ
ー
ジ
ョン
コ
ン

ソ
ー
ル
」、鉗
子
や
内
視
鏡
を
動
か
す
ア
ー
ム

が
付
い
た「
ペ
イ
シェン
ト
カ
ー
ト
」、そ
し
て
機

器
の
心
臓
部
で
あ
る「
ビ
ジ
ョン
カ
ー
ト
」か
ら

構
成
さ
れ
る
。術
者
に
な
る
た
め
に
は
、一定
の

研
修
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
て
認
定
資
格

を
と
る
必
要
が
あ
る
。

　

術
者
は
サ
ー
ジ
ョン
コ
ン
ソ
ー
ル
で
、3
Ｄ
の

動
画
像
を
見
な
が
ら
、ハン
ド
ル
操
作
を
し
て
、

体
内
の
器
具
を
動
か
す
。腹
腔
鏡
手
術
の
場

合
は
平
面
画
像
だ
が
、ダ
ヴ
ィ
ン
チ
は
3
Ｄ
画

像
の
た
め
、肉
眼
と
同
じ
よ
う
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
。狭
い
部
位
を
見
た
り
、細
か
い
作
業

を
し
た
り
す
る
と
き
は
、10
倍
ズ
ー
ム
に
拡
大

す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

現場
レポート

突撃!!O

n 
th
e Sp

ot Coverage
医療の高度化に伴う医療機器の発展は著しく、手術現場にはさまざまな最先端の医療機器が並ぶ。
前立腺がん手術の現場では、2000年にアメリカで手術支援ロボット「ダヴィンチ」が登場して以来、

現在では日本でも大学病院をはじめ、多くの医療機関で導入されている。
医師の手の動きを忠実に反映しながら、より精緻な作業を可能にする手術支援ロボット「ダヴィンチ」。

ダヴィンチ手術が行われている昭和大学病院泌尿器科を訪ねた。

フットパネル
ペダルを踏み、腹腔鏡を動かし
視野の調整、画像の拡大・縮小、
把持鉗子の固定などを行う。

コントロールハンドル
ハンドルの操作に従ってペイシェ
ントカートのアームが自在に動く。
指を開閉すると鉗子が開閉する。

カメラから送られる画像の収集と処理を行う「カメラ
コントロールユニット」と手術画像をシャープにする
「フォーカスコントローラ」、光ファイバーケーブルを
通して内視鏡に術野を照らす光を送る「イルミネー
タ」が収納されている。

術者はこの機械
で３Ｄ（立体）画像
を見ながらペイ
シェントカートの
アームを遠隔操作
して手術を行う。

手術台に設置して手術を行う。カメラと３本のアーム
が術者の操作に従って動く。

ビジョンカート（モニター）

サージョンコンソール（手術操作部）

ペイシェントカート（手術台のロボット部）

S u r g i c a l     S y s t e m

S u r g i c a l  S y s t e m  《 d a V i n c i  》

ペイシェント
カート

サージョン
コンソール

ビジョン
カート

4 3

サージョンコンソール・術者

患者さん
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手
元
の
操
作
は
リ
ン
グ
状
の
穴
に
指
を
通

し
、指
の
開
閉
に
合
わ
せ
て
、ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

カ
ー
ト
の
ア
ー
ム
に
取
り
付
け
ら
れ
た
鉗
子

が
開
閉
す
る
。手
首
を
回
転
さ
せ
れ
ば
、鉗
子

も
回
転
す
る
。

　

ま
た
、手
を
3cm
動
か
し
た
ら
鉗
子
が
1
cm

動
く
な
ど
、術
者
の
手
の
動
き
を
縮
小
し
て

動
く
た
め
、術
者
は
大
き
く
手
を
動
か
せ
、非

常
に
楽
だ
と
い
う
。細
か
い
作
業
を
す
る
と
き

の
無
意
識
に
出
る
震
え
も
、鉗
子
の
先
に
伝
わ

る
こ
と
は
な
く
、特
に
前
立
腺
か
ら
神
経
を

剥
が
し
た
り
、膀
胱
と
尿
道
を
縫
合
し
た
り
、

と
いっ
た
精
緻
な
作
業
で
威
力
を
発
揮
す
る
。

手
術
時
間
は
３
〜
４
時
間

　

前
立
腺
全
摘
除
術
の
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術

が
行
わ
れ
て
い
る
、昭
和
大
学
病
院
の
手
術

室
を
訪
ね
た
。こ
の
日
は
術
者
の
森
田
順
医

師
と
助
手
1
人（
押
野
見
和
彦
医
師
）、看

護
師
2
人
、麻
酔
科
医
師
2
人
の
チ
ー
ム
が

手
術
に
あ
た
る
。助
手
も
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
扱

う
資
格
を
持
っ
た
医
師
が
務
め
る
。

　

機
器
や
麻
酔
の
準
備
が
ひ
と
通
り
完
了

す
る
と
、患
者
さ
ん
が
入
室
す
る
。手
術
は
全

身
麻
酔
。腹
腔
鏡
手
術
と
同
様
に
、炭
酸
ガ

ス
を
使
っ
て
お
腹
を
ふ
く
ら
ま
せ
、腹
腔
鏡
の

カ
メ
ラ
で
よ
く
見
え
る
よ
う
に
、手
術
ス
ペ
ー

ス
を
広
げ
る
。ま
ず
、腹
部
に
6
カ
所
の
穴

（
ポ
ー
ト
）を
開
け
、そ
こ
か
ら
内
視
鏡
の
カ
メ

ラ
と
手
術
鉗
子
を
挿
入
す
る
。カ
メ
ラ
の
画

像
は
ビ
ジ
ョ
ン
カ
ー
ト
の
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出

さ
れ
、手
術
室
の
全
員
が
状
況
を
共
有
し
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　

術
者
の
森
田
順
医
師
の
声
は
、サ
ー
ジ
ョ

ン
コ
ン
ソ
ー
ル
に
設
置
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ク
を

通
し
て
、助
手
を
は
じ
め
、他
の
医
療
ス
タ
ッ

フ
に
届
く
。術
者
が
操
作
す
る
ア
ー
ム
は
3

本
。1
本
は
把
持
鉗
子
と
い
い
、組
織
を
つ
か

ん
で
術
野
を
広
げ
る
役
割
を
す
る
。患
者
さ

ん
の
横
に
座
る
助
手
は
2
本
の
操
作
孔

（
ポ
ー
ト
）を
操
る
。1
本
は
手
術
中
の
出
血

や
こ
ぼ
れ
た
尿
を
回
収
す
る
吸
引
管
に
使
用
。

も
う
１
本
は
主
に
術
野
展
開
を
補
助
し
た

り
、縫
合
す
る
と
き
に
針
や
糸
を
術
者
が
操

作
す
る
鉗
子
に
渡
す
た
め
の
鉗
子
だ
。

「
手
術
時
間
は
全
体
で
お
よ
そ
3
〜
4
時
間

（
コ
ン
ソ
ー
ル
操
作
時
間
に
限
れ
ば
2
〜
3
時

間
）。開
腹
手
術
よ
り
も
傷
が
小
さ
い
の
で
、

手
術
の
翌
日
か
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、

食
事
も
普
通
に
で
き
ま
す
」（
森
田
順
医
師
）

これがダヴィンチのハイテク手術
～ 前立腺全摘除術の流れ～

臨床工学技師がダヴィンチを手術室に運び、
稼働チェック、接続等のセッティングを行う。

患者さんの腹部に挿入する
内視鏡カメラを取り出し、モ
ニターにつないで動作を確
認する。この間、麻酔科医師
は麻酔の準備に取り掛かる。

▲腹腔鏡
直径約12mm、２つ
のレンズが付いてお
り３Ｄ画像をモニター
に映し出す。

機器を手術室に搬入、セット

内視鏡カメラの
確認、セット

患者さん
入室

患者さんの手術体勢を確認
麻酔が効いているのを確認して、患者さんを手術ができる
体勢に移動する。前立腺全摘除術では頭部の位置をか
なり下げて行う。（実際にはポート設置後に頭を下げる）

▶ドレープ掛け
看護師がアームに
滅菌したドレープを
掛けていく。看護師
のこうした作業もあ
る程度の訓練期間
が必要だ。

10:50

11:20

11:50

12:25

ペイシェントカートを患者さんのところに移動。
アームに腹腔鏡と鉗子をセットし、アーム同士
が干渉しないように角度を微調整していく。

ペイシェントカートを設置し、腹腔鏡カメラ・鉗子といった器具を挿入していく
Operation: 02

ダヴィンチによる「ロボット支援手術」の
現場に迫る

現場
レポート
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n 
th
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ot  Coverage

S u r g i c a l     S y s t e m

腹部に６箇所の操作孔（ポート）を開ける
Operation: 01

手術
スタート

12:30

腹腔鏡手術と同様に腹部に
６カ所のポートを開ける。

患者さんが手術室に入り、
麻酔が施される。最初のポートから入れたカメラを

見ながら順次ポートを開けていく。



万一、機械の故障などで操作
ができなくなった場合は、開腹
手術に即切り替えられる。その
ため、ダヴィンチの
術者および助手は
開腹手術のエキス
パートでもある。

22 218 7

術者はサージョンコン
ソールから遠隔操作し、
助手は患者さんの横で
ビジョンカートのモニター
を見ながら、フォローする。

万一の
機器トラブルの場合は？

術者がサージョンコンソールに座り、
遠隔操作で患部の切除を開始

Operation: 03

森田　順

患者さんのQOLに応じ、
最適な治療を

セットが完了したら、サージョンコンソールに術者
が入り、助手とマイク越しに会話をしながら調整
し、摘出がスタート。

手術の翌日から歩けるよ
うになり、食事も普通に
摂ることができる。約１週
間でカテーテルを抜く。
その翌日もしくは翌々日
には退院ができる。

約３時間の手術も無
事終了。出血量も少
なく、前立腺をすべて
切り取ることができた。

手術終了手術後
15:30After

昭和大学医学部 泌尿器科学講座
講師 診療科長補佐（医局長）

　昭和大学・泌尿器科では、小川良雄教
授の指導のもと、昭和大学病院と江東豊
洲病院、藤が丘病院の医師が連携して、
深貝隆志・現江東豊洲病院教授と私を
中心に毎週昭和大学病院でダヴィンチ手
術を行っています。開腹手術に比べ術中
の出血が少なく、手術時間も腹腔鏡手術
に比べて約３～４時間と短く、非常に低侵
襲な治療ということを事前に患者さんにお
伝えしています。
　手術回数を重ね、熟練度が増すにつ
れて手術時間は短くなり、より効率的な手
術が実施できています。ひとつのモニター
をみんなが見ながら、「ここを切る」などと
画面に書き込んだりできるため、繰り返し
行うことで習熟度は急速に上がり、平準
化できると思います。また、腎がんに対す
る腎部分切除術にもロボット支援手術の
導入を始めます。
　もちろん前立腺がんの治療は、手術療
法だけではなく、放射線療法、ホルモン治
療など、さまざまな治療があります。当院で
はすべてにおいてスペシャリストがおり、大
学病院ならではの幅広い治療の中から
患者さんの状態やQOLに応じ最適な治
療法を選択できるのも大きな特長となって
います。

生
活
習
慣
病
を
解
明
し
て
健
康
長
寿
に
！

昭
和
大
学
は
文
部
科
学
省
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す

医
系
総
合
大
学
の
実
績
を
基
盤
と
し
た

生
体
内
レ
ド
ッ
ク
ス
制
御
機
構
解
明
と
臨
床
応
用

〜
健
康
長
寿
に
貢
献
す
る
大
学
創
成
〜

【 生活習慣病サイクル 】

最
新
の
成
果

代謝・血管・筋骨
神経系の
異常

動脈硬化性
心血管病

悪性疾患・認知症
歯周病

臓器障害
身体機能
障害

レドックスの
異常・変化

　

偏
っ
た
食
生
活
や
運
動
不
足
、持
続
的
な
心
の

ス
ト
レ
ス
な
ど
は
、心
臓
や
血
管
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
病
気
、す
な
わ
ち
生
活
習
慣
病
を
発
症
す
る
原

因
と
な
り
ま
す
。こ
れ
は『
レ
ド
ッ
ク
ス
』（
体
の
中

で
起
こ
る
化
学
反
応
の一
部
）が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
そ
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

に
よ
り
健
康
長
寿
を
実
現
し
よ
う
と
日
々
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
研
究
は
文
部
科
学
省
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
事
業
の
採
択
を
受
け
、平
成
28
年
度
よ

り
五
ヶ
年
計
画
で
実
施
し
て
い
ま
す
。研
究
成
果

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、市
民
公
開
講
座
、公
開
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
等
で
公
表
す
る
こ
と
で
、国
民
の
健
康
長
寿
に

直
結
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

動
脈
硬
化
の
誘
発
に
関
わ
る

遺
伝
子
の
同
定
に
成
功

　

昭
和
大
学
医
学
部
生
化
学
講
座
の
宮
崎
拓
郎

講
師・宮
崎
章
教
授
の
研
究
チ
ー
ム
は
、「
カ
ル
パ
イ

ン
６
」と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
が
動
脈
硬
化
症
を
誘
発

す
る
重
要
な
因
子
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。こ
れ
に
よ
り
、「
カ
ル
パ
イ
ン
６
」を
標
的
と

し
た
医
薬
品
を
開
発
す
れ
ば
、動
脈
硬
化
症
の
予

防
や
治
療
に
役
立
つ
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
研
究
成
果
は
米
国
の
医
学
系
学
術
誌

『Journal
of
C
linical

Investigation

』

（
ジ
ャ
ー
ナ
ル
オ
ブ
ク
リ
ニ
カ
ル
イ
ン
ベ
ス
テ
ィ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
）に
掲
載
さ
れ
、世
界
中
の
科
学
者
や

医
療
関
係
者
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　各大学の特色ある研究を基盤として、全学的な独自色を大きく打ち出す取り組みを行う私立大学に対

して、文部科学省が研究費の支援をするものです。２０１６年度の募集では本学を含め40大学が採択さ

れました。昭和大学の事業では、研究で得られた成果を医療に役立てることで、国民の健康長寿の推進

に貢献することを目的としています。

「文部科学省私立大学研究ブランディング事業」とは

ホームページ：www10.showa-u.ac.jp/～branding/

広
が
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の
領
域

　
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
は
歴
史
が
浅
い
た
め
、

長
期
的
な
デ
ー
タ
は
十
分
で
は
な
い
が
、開

腹
手
術
に
く
ら
べ
て
、が
ん
の
取
り
残
し
が

少
な
い
、つ
ま
り
再
発
率
が
低
い
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
開
腹
手
術
に
比
べ
て
尿
禁
制
の
保

持
・
回
復
が
格
段
に
よ
く
な
り
、術
後
の
性

機
能（
勃
起
機
能
）に
つ
い
て
は
、症
状
や
患

者
さ
ん
の
意
思
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
が
、

術
後
も
機
能
を
保
持
す
る
こ
と
は
可
能
」と

森
田 

順
医
師
は
い
う
。

　

昭
和
大
学
病
院
で
は
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
導
入
以

降
、症
例
数
は
増
え
、現
在
、年
間
約
60
症
例

以
上
で
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
を
採
用
し
て
い
る
。

「
も
ち
ろ
ん
、が
ん
が
転
移
し
て
い
る
場
合
、

緑
内
障
や
食
道
が
ん
な
ど
の
上
腹
部
の
手

術
歴
が
あ
る
場
合
は
Ｎ
Ｇ
と
な
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
が
、基
本
的
に
す
べ
て
の
前
立
腺

全
摘
除
術
で
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
使
用
し
て
い
ま

す
」（
森
田 

順
医
師
）

　

ま
た
、昭
和
大
学
病
院
で
は
前
立
腺
全
摘

除
術
に
加
え
、腎
部
分
切
除
術
に
お
い
て
も
導

入
を
始
め
る
。泌
尿
器
科
以
外
で
も
婦
人
科

の
子
宮
が
ん
手
術
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る
な
ど
、

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
は
拡
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

課
題
は
教
育
に
要
す
る
時
間
と
手
間
が

そ
れ
な
り
に
掛
か
る
こ
と
、加
え
て
機
器
に

掛
か
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が

高
額
な
こ
と
だ
ろ
う
。高
度
医
療
機
器
の
い

ず
れ
も
が
抱
え
る
課
題
だ
ろ
う
が
、手
技
の

高
い
レ
ベ
ル
で
の
平
準
化
が
、ロ
ボ
ッ
ト
支
援

手
術
に
は
期
待
で
き
る
。今
後
さ
ら
に
普
及

は
進
む
は
ず
だ
。

　

近
い
将
来
、遠
隔
地
で
の
手
術
に
ロ
ボ
ッ
ト

が
使
用
さ
れ
た
り
、Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）を
搭

載
し
た
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
が
登
場
す
る
日

も
来
る
か
も
し
れ
な
い
。



シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
渡
っ
て
き
た
遺
伝
子
と
、

勝
沼
の
土
地
の
育
み
と
、醸
造
家
の
想
い
が
宿
る
。
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※「国産ワイン」といわれるのは、輸入した果汁やバルクワイン（タンク入りワイン）などを使って、日本で加工したワインも含まれる。
いま「日本ワイン」といわれるのは日本で収穫されたぶどうだけでつくったワインで、今年１０月からは表示も法律化される。

ＪＲ中央線の勝沼ぶどう郷駅で降りる。

駅は小高い丘にあり、見渡す斜面にはぶどう畑が続き、

広がる甲府盆地は霞のなか。ここは昔からのぶどうの名産地だ。

はるか昔。シルクロードから伝来して、

この勝沼に根を下ろした「甲州」というぶどう品種がある。

明治に入るとこのぶどうを使ったワイン醸造が始まった。それから１４０年。

ワインづくりの努力が実り、国内では和食に合うワインとして人気が出て、

「甲州ワイン」は海外コンクールにも入賞するようになり、認められ、世界へ羽ばたく。

勝沼町には、現在３０軒ものワイナリーがある。

日本ワイン※ブームのいま、ワインづくりの伝統を営 と々伝える勝沼に、

日本のワインの原点と未来を探しに行こう。

K O S H U  W I N E
w i n e r y  o f  k a t s u n u m a

甲州ぶどう（まるき葡萄酒提供）

まるき葡萄酒提供

大黒天印の甲斐産葡萄酒
は甲斐産商店初のブランド。
医薬用に良いと宣伝し「帝
国医科大学御用」の商標
をつけている。

　

勝
沼
は
江
戸
時
代
か
ら
ぶ
ど
う
の
産
地
と
し
て
有

名
だ
っ
た
。竹
製
の
ぶ
ど
う
棚
が
幾
重
に
も
連
な
る
風

景
は
、「
屋
根
瓦
が
並
ん
で
い
る
よ
う
」と
記
さ
れ
て
い

る
。ま
た
甲
州
街
道
の
勝
沼
宿
と
し
て
栄
え
、季
節
に

な
る
と
往
来
で
は
ぶ
ど
う
が
売
ら
れ
た
。干
ぶ
ど
う
、

ぶ
ど
う
膏（
ジ
ャ
ム
の
よ
う
な
も
の
）、月
の
雫
な
ど
の
加

工
品
も
あ
っ
た
。月
の
雫
は
生
の
ぶ
ど
う
の
粒
を
、練
っ

た
砂
糖
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
菓
子
で
現
在
で
も
あ
る
。

　

明
治
時
代
に
入
り
、山
梨
県
令
と
な
っ
た
藤
村
紫

朗
は
1
8
7
7
年
に
甲
府
に
葡
萄
酒
醸
造
所
を
設

け
、ぶ
ど
う
の
苗
を
輸
入
し
て
栽
培
す
る
な
ど
県
内
で

ワ
イ
ン
産
業
を
振
興
し
た
。

　

同
じ
年
、勝
沼
で
は
民
間
に
よ
る「
大
日
本
山
梨
葡

萄
酒
会
社
」（
通
称
：
祝
村
葡
萄
酒
醸
造
会
社
）が
設

立
さ
れ
た
。会
社
は
高
野
正
誠
、土
屋
助
次
郎（
の
ち

龍
憲
）の
2
人
の
青
年
を
フ
ラ
ン
ス
に
派
遣
し
て
ワ
イ
ン

づ
く
り
を
学
ば
せ
た
。1
8
7
9
年
に
彼
ら
が
帰
国

し
て
本
格
的
に
ワ
イ
ン
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
。日
本
酒

の
蔵
で
、地
元
の
甲
州
ぶ
ど
う
を
使
い
、横
浜
で
外
国
の

中
古
の
ワ
イ
ン
樽
や
廃
棄
さ
れ
た
瓶
を
集
め
て
使
っ
た
。

散
歩

ODEKAKE
  Navigation
   Series

〜
山
梨
県
甲
州
市
勝
沼
町

〜

ぶ
ど
う
の
名
産
地
か
ら
の

ワ
イ
ン
づ
く
り

勝
沼
の
甲
州
ワ
イ
ン
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し
か
し
技
術
も
未
熟
で
、一
般
への
販
売
も

確
立
さ
れ
な
い
な
ど
、暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
７

年
ほ
ど
で
会
社
は
解
散
し
て
し
ま
っ
た
。あ
と

を
引
き
継
ぎ
、ワ
イ
ン
産
業
を
確
立
し
て
いっ

た
の
が「
宮
光
園
」で
紹
介
す
る
甲
斐
産
商

店
で
あ
る
。

　
「
甲
斐
産
葡
萄
酒
」の
扁
額
が
掲
げ
ら
れ

た
門
を
く
ぐ
る
。こ
こ
宮
光
園
は
勝
沼
の
ワ

イ
ン
や
観
光
ぶ
ど
う
園
の
産
業
を
確
立
し
た

宮
崎
光
太
郎
の
醸
造
所
と
屋
敷
で
あ
る
。

　

1
8
8
6
年
に
大
日
本
山
梨
葡
萄
酒
会

社
が
解
散
し
て
し
ま
う
と
、宮
崎
光
太
郎
と

土
屋
龍
憲
は
醸
造
器
具
な
ど
一
切
を
引
き

継
い
で「
甲
斐
産
葡
萄
酒
醸
造
所
」を
設
立
し

た（
90
年
に
土
屋
は
別
れ
て
ま
る
き
葡
萄
酒

を
創
業
す
る
）。の
ち
東
京
に
販
売
拠
点
を
置

き
、勝
沼
で
醸
造
し
た
ワ
イ
ン
の
販
路
を
広
げ
、

ま
た
観
光
客
を
呼
び
込
み
、ぶ
ど
う
園
で
ぶ
ど

う
や
ワ
イ
ン
を
楽
し
み
、温
泉
に
1
泊
し
て
昇

仙
峡
を
観
光
す
る
と
い
う
ル
ー
ト
を
作
っ
た
。

　

ワ
イ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
名
は「
大
黒
葡
萄
酒
」

で
、1
9
3
4
年
に
は
会
社
名
も
大
黒
葡
萄

酒
に
変
更
し
た
。の
ち
も
社
名
変
更
や
合
併

が
あ
り
、い
ま
の
シ
ャ
ト
ー・メ
ル
シ
ャ
ン
が
そ
の

流
れ
を
く
む
。

　

主
屋
は
も
と
は
日
本
建
築
だ
っ
た
が
、の
ち

に
2
階
が
洋
風
に
改
装
さ
れ
、外
観
も
2
階

が
高
く
、上
げ
下
げ
窓
や
外
壁
が
モ
ダ
ン
。母

屋
か
ら
廊
下
で
つ
な
が
る
離
れ
座
敷
、文
庫
蔵
、

道
具
蔵
と
見
ど
こ
ろ
が
多
い
。謎
の
地
下
室
や

美
し
い
模
様
の
結
霜
ガ
ラ
ス
な
ど
建
築
の
デ
ィ

テ
ィ
ー
ル
も
見
も
の
。2
階
の
展
示
室
を
見
る

と
、宮
崎
光
太
郎
が
い
か
に
工
夫
し
て
商
品

を
開
発
し
、宣
伝
を
し
て
ワ
イ
ン
産
業
を
開

拓
し
て
いっ
た
の
か
が
よ
く
わ
か
る
。戦
前
に

は
皇
族
は
じ
め
貴
賓
た
ち
も
た
び
た
び
訪
れ

た
。ぶ
ど
う
園
で
く
つ
ろ
ぎ
、奥
座
敷
で
接
待

さ
れ
る
映
像
や
写
真
も
展
示
し
て
い
る
。

　山梨に行くと一升瓶ワインが売っている。これは地元の人御用達。ワイン
を「ぶどう酒」と呼んでいた昔から、勝沼では毎日の晩酌も冠婚葬祭もワイン
で。ワインを湯呑に注いで、漬物を食べながら飲むのが勝沼の風習である。

◉勝沼流「ぶどう酒」の楽しみ

　勝沼の赤ワインといえば「マスカットベーリーＡ」。ほかに「甲斐ノワール」な
ど。いずれも日本に合わせて交配された品種。勝沼で最初に醸造されたとき
の赤ワインは「アジロンダック」(アメリカ品種)といわれ、明治時代からあった
が、現在ではわずかなワイナリーでしかつくっていない。

◉勝沼の赤ワイン

宮光園
（甲州市近代産業遺産）

「甲州」は淡く明るい藤色。
ふつうは果汁を搾って白ワ
インにするが、赤ワインのよ
うに皮ごと発酵させたり、ス
キンコンタクト（果汁に皮の
色を移す）させて、淡い色
をつけた「オレンジワイン」
「グリ」も出されている。

【上】祝橋。１９３１年に開通。コンクリートアー
チ橋で、勝沼駅までぶどうやワインを積んだ
車が渡れるようになった。新しい橋ができて、
いまは歩行者専用。

【下】垣根式ぶどう畑。日本ではぶどうは棚
で栽培されるが、ワイン品種はヨーロッパの
垣根式で栽培される。（まるき葡萄酒提供）

一升瓶とフルボトル。フルボトルは日本では日
本酒と同じ四合瓶（７２０ml）が使われてきた
が、近年は世界標準の７５０mlも瓶も使われる。

ルビー色のアジロンダック。グラスは
勝沼のオリジナル。ワインを注ぐ
ちょうど良いラインに「KATSUNU
MA」の字を入れ、なみなみ注が
ないようになっている。

【上・右】「白蔵」と呼ばれた白ワインの醸造所。

【上・左】皇族など貴賓を迎えた奥座敷。

【中】文庫蔵（左）と道具蔵（右）

【下・左】修復工事のときに発見された謎の地下室。
勝沼の旧家には時 こ々のような地下室があるという。

【下・右】「結霜ガラス」。大正から昭和初期によく使
われ、ガラスに膠を塗って収縮させたもの。雪の結
晶やシダの化石のような美しい模様が出る。

商標の「大黒葡萄酒」の大黒天はワインの樽に乗っている。

主屋の２階。天井の柱を継ぎ足している様子がわかる。
現在は展示室。

宮光園の主屋。２階は養蚕の部屋だったのを洋風に
改装し、屋根も高くした。

　

日
本
固
有
の
ぶ
ど
う
品
種「
甲
州
」。勝
沼

が
発
祥
で
あ
る
が
、そ
の
由
来
は
伝
説
で
謎
に

包
ま
れ
て
い
る
。甲
州
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
解
析
し
た

と
こ
ろ
、「
ヴ
ィ
テ
ィ
ス・ヴ
ィ
ニ
フェラ（
ヨ
ー
ロッ

パ
系
品
種
）」で
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
。ヴ
ィ
ニ

フェラ
の
原
産
地
の
コ
ー
カ
サ
ス
地
方
か
ら
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
を
東
漸
し
て
き
て
、そ
の
途
中
で
野

生
品
種
と
交
配
し
て
き
た
痕
跡
も
あ
る
と
い

う
。お
そ
ら
く
古
代
に
仏
教
な
ど
の
文
物
と

と
も
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、な
ぜ
か
勝
沼
に

根
を
下
ろ
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。

　

甲
州
は
ワ
イ
ン
に
す
る
に
は
、苦
み
や
渋
み

が
出
る
、香
り
が
な
い
、味
が
薄
く
て
個
性
が

な
い
な
ど
の
短
所
が
あ
っ
た
。し
か
し
ワ
イ
ナ

リ
ー
と
山
梨
県
と
山
梨
大
学
な
ど
が
協
働
で
、

こ
れ
を
見
捨
て
ず
良
い
ワ
イ
ン
づ
く
り
を
研

究
し
続
け
、「
な
い
」と
い
わ
れ
た
味
や
香
り
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出
し
た
。い
ま
で
は

シ
ュ
ー
ル
リ
ー
、樽
仕
込
み
、ス
キ
ン
コ
ン
タ
ク
ト

な
ど
方
法
を
変
え
、熟
成
、ア
ロマ
テ
ィッ
ク
、フ

レ
ッ
シ
ュフ
ル
ー
テ
ィ
ー
、グ
リ
な
ど
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョン
豊
か
な
甲
州
ワ
イ
ン
が
作
ら
れ
て
い
る
。

　

近
年
の
海
外
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
い
く

つ
も
の
甲
州
ワ
イ
ン
が
入
賞
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。ま
た
ワ
イ
ン
用
品
種
と
し
て
ワ
イ
ン
の
国

際
的
審
査
機
関
に
も
登
録
さ
れ
、世
界
に
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

K a t s u n u m a ’ sWINE

●DATA 散
歩
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 Series

◎所在地 ： 甲州市勝沼町下岩崎１７４１
◎問合せ ： ０５５３－４４－０４４４
◎開　館 ： ９：００～１６：３０（受付は１６：００まで）
　　　　   火曜（祝祭日は翌日）と年末年始休み
◎入場料 ： ２０歳以上２００円、未満・学生１００円

宮光園

菱山中央醸造提供

ワ
イ
ン
産
業
の
黎
明
を
見
渡
す

甲
州
ぶ
ど
う
で
ワ
イ
ン
を



お話をうかがった三科隆社長
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　勝沼はぶどうとワインの産地ですが、岩崎醸造さんはその老舗のひとつです。伝統的つくりの
一升瓶ぶどう酒は町で普段飲みの最右翼ですし、最近は製法の改良で甲州種でも香りが引き
立つようになり、和食との相性は素晴らしいと思います。
　数年前、教室の新年会で同社のワインを紹介したところ好評で、富士吉田キャンパスがある
山梨県産ということもあり、久光理事のもと、富士吉田教養部の稲垣昌教授ご夫妻がエチケット
を手がけ、昭和大学ワインが生まれたと聞き及んでいます。

《 飯島 忠さんがおすすめ 》

岩崎醸造

岩崎醸造
◎所在地 ： 甲州市勝沼町下岩崎９５７
◎問合せ ： ０５５３－４４－００２０
◎営　業 ： ８：３０～１７：００ （８～１０月無休）
　　　　   日祝日、年末年始休み
※工場見学の希望はなるべく事前に連絡を

W i n e r y D A T A

まるき葡萄酒
◎所在地 ： 甲州市勝沼町下岩崎２４８８
◎問合せ ： ０５５３－４４－１００５
◎営　業 ： 8：3０～17：００ 年末年始休み
※工場見学はＨＰとTELにて申し込み

W i n e r y D A T A

　

ま
る
き
葡
萄
酒
は
、日
本
で
は
じ
め
て
フ
ラ

ン
ス
に
醸
造
技
術
習
得
の
た
め
留
学
し
た
土
屋

龍
憲
が
、1
8
9
1
年
に
設
立
し
て
約
1
3
0

年
、現
存
す
る
日
本
で
い
ち
ば
ん
歴
史
の
あ
る

ワ
イ
ナ
リ
ー
で
あ
る
。

　
「
お
客
様
に
は
景
色
を
堪
能
し
な
が
ら
、ワ

イ
ン
を
飲
み
、ラ
ン
チ
や
ぶ
ど
う
狩
り
を
し
て
、

勝
沼
の
歴
史
を
感
じ
、ゆ
っ
た
り
過
ご
し
て
ほ

し
い
」と
、ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
、４
つ
の
見
学
ツ

ア
ー
、テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
、ぶ
ど
う
狩
り
、カ
フ
ェ

で
食
事
が
楽
し
め
る
。2
階
の
テ
ラ
ス
に
出
れ

ば
眼
下
に
ぶ
ど
う
畑
が
広
が
り
、彼
方
に
は

南
ア
ル
プ
ス
が
望
め
る
。

　

現
在
出
さ
れ
て
い
る
ワ
イ
ン
は
約
30
種
類
。

そ
の
中
で
も
甲
州
は
11
種
類
ほ
ど
、樽
熟
成
、

長
期
熟
成
、産
地
別
、シュー
ル
リ
ー
、ス
パ
ー
ク
リ

ン
グ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
製
法
の
ア
イ
テ
ム
が
あ
る
。

　
「
勝
沼
産
ぶ
ど
う
の
ブ
ラ
ン
ド
力
は
高
い
。勝

沼
産
の
甲
州
で
つ
く
っ
た
ワ
イ
ン
は
、ミ
ネ
ラ
ル

感
が
あ
っ
て
複
雑
さ
が
前
に
出
て
き
ま
す
」。

ワ
イ
ン
で
表
現
し
た
い
の
は
ぶ
ど
う
の
持
って
い

る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、本
質
的
な
豊
か
さ
を
い
か
に

そ
の
ま
ま
引
き
出
す
か
と
い
う
こ
と
。甲
州
は

果
汁
を
搾
る
と
酸
化
し
や
す
く
、特
定
の
香
り

を
失
っ
て
し
ま
う
の
で
、酸
化
を
防
ぐ
窒
素
置

換
式
と
い
う
最
新
の
圧
搾
機
を
導
入
し
て
品

質
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。ま
た
樽
熟
成
で
は
、

繊
細
な
甲
州
ら
し
さ
を
生
か
し
、樽
の
香
り
を

つ
け
す
ぎ
な
い
よ
う
に
熟
成
管
理
に
は
十
分
注

意
を
す
る
。

　

ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ぶ
ど
う

品
種
の
葉
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
。甲
州
、シ
ャ

ル
ド
ネ
、ベ
ー
リ
ー
Ａ
な
ど
、ぶ
ど
う
ご
と
に
葉

の
形
は
違
う
。「
原
料
の
ぶ
ど
う
に
こ
だ
わ
る
、

ワ
イ
ン
づ
く
り
は
農
業
で
も
あ
る
と
い
う
思
い

を
表
現
し
て
い
ま
す
」

　

毎
日
飲
め
る
勝
沼
流
テ
ー
ブ
ル
ワ
イ
ン
の一升

瓶
か
ら
、自
社
畑
1
0
0
%
の
ハ
イ
ク
ラ
ス
ワ

イ
ン
ま
で
。誰
も
が
い
ろ
い
ろ
な
シ
ー
ン
で
楽
し

め
る
ワ
イ
ン
を
送
り
出
し
て
い
る
。

ブランド名「ホンジョー」は祝村の村民が本格醸造と認めた愛称

▶広 と々くつろげるライブラリー。
▼畑は不耕起草生栽培。雑草を生やし、
水はけや保水のバランスをとる。放し飼い
の羊が地面を耕し雑草を食べる。（まるき
葡萄酒提供）

お話をうかがった、専務取締役鈴木圭一さん
（右）、マーケティング企画部内田信嗣さん（左）

無料のテイスティングと有料でハイク
ラスワインのテイスティングもできる。

▲甲州はフレンチオークの樽で上品な香りをつけ、赤のベーリー
Ａは一部に専用樽を使用。

▲ワイン蔵の大樽と
右側には新しい樽。

◀大樽で半年貯蔵
された甲州ワインの
瓶詰。

▶瓶詰された「甲
州ドライ大樽貯蔵」。
熟成されて少し琥
珀がかった色に。

三科社長（中央）を囲んで、芦澤さん（向かって右）と私
（飯島）。芦澤さんは私の高校同級生で社長の甥御さん。
昭和大学ワイン誕生の橋渡しとなっていただきました。

昭和大学ワイン

まるき葡萄酒
ワインに物語りをのせて伝えたい。勝沼ブランドのこだわり

WineryWinery

　

岩
崎
醸
造
は
1
9
4
1
年
に
岩
崎
地
区
の

ぶ
ど
う
農
家
1
3
0
軒
が
集
ま
っ
て
設
立
さ

れ
た
協
同
醸
造
組
合
で
あ
る
。「
そ
れ
ま
で
は

各
農
家
が
醸
造
免
許
を
持
っ
て
加
工
品
と
し

て
ワ
イ
ン
も
つ
く
って
い
ま
し
た
。し
か
し
戦
争

中
に
ワ
イ
ン
に
含
ま
れ
る
酒
石
酸
が
兵
器（
音

波
探
知
機
）に
使
わ
れ
、軍
が
ワ
イ
ン
を
徴
収

す
る
の
に
地
区
ご
と
に
醸
造
を
組
織
化
し
た

組
合
が
は
じ
ま
り
で
す
」

　

こ
こ
の
甲
州
ワ
イ
ン
は
、地
元
で
人
気
の「
甲

州
大
樽
貯
蔵
」「
甲
州
シ
ュ
ー
ル
リ
ー
」、ま
た

シ
ャ
ル
ド
ネ
と
ブ
レ
ン
ド
し
た「
果
王
」な
ど
。

ぶ
ど
う
農
家
も
だ
ん
だ
ん
人
気
の
あ
る
品
種

の
栽
培
に
シ
フ
ト
し
て
き
て
、甲
州
ぶ
ど
う
が

品
薄
に
な
っ
て
き
た
そ
う
だ
。「
で
も
、そ
の
土

地
に
は
そ
の
土
地
の
食
べ
物
が
あ
る
、勝
沼
に

来
れ
ば
こ
こ
の
ワ
イ
ン
が
あ
る
と
い
う
の
が
良

い
こ
と
。な
る
べ
く
勝
沼
地
区
の
ぶ
ど
う
を

使
っ
た
ワ
イ
ン
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

赤
で
も
い
い
も
の
を
つ
く
り
た
い
」

　

歴
史
を
感
じ
る
木
造
に
土
壁
の
醸
造
蔵
に

は
、1
9
4
4
年
製
造
の
ワ
イ
ン
の
大
樽
が
ず

ら
り
と
7
基
並
ん
で
い
る
。も
う
作
る
職
人
も

な
く
岩
崎
醸
造
設
立
の
頃
の
貴
重
な
遺
品
だ

が
、こ
の
う
ち
ま
だ
い
く
つ
か

は
現
役
で
使
わ
れ
て
い
る
。

ひ
と
つ
の
樽
は
約
5
4
0
0

ℓ
、四
合
瓶
で
約
7
5
0
0

本
分
の
ワ
イ
ン
。こ
こ
で
半
年

間
寝
か
さ
れ
た
2
0
1
6
年

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
の「
甲
州
ド
ラ

イ
大
樽
貯
蔵
」が
ち
ょ
う
ど

こ
の
と
き
瓶
詰
さ
れ
て
い
る

最
中
だった
。

　岩崎醸造のワインで昭和大学ラベルのワインをつくりました。医学部
卒業生で勝沼出身の飯島忠さんの提案で、江東豊洲病院の開院記念
にしたものが好評になり、大学オリジナルグッズに加わりました。
　白は甲州辛口、赤はカベルネソーヴィニヨンと甲斐ノワールのブレンド
でミディアムボディです。赤・白とも720ml、1500円（税抜）。大学ホーム
ページの「オリジナルグッズ」のコーナーから注文いただけます。
※品質を保つため、ぶどう品種は変更になる場合があります。



抗
が
ん
剤
「
イ
リ
ノ
テ
カ
ン
塩
酸
塩
水
和
物
」の
開
発
者

宮
坂 

貞
Dr.Tadashi Miyasaka

昭
和
大
学 

名
誉
教
授
・
薬
学
博
士

かつて宮坂教授が研究に明け暮れていた薬学部薬品製造化学研究室にて

憧
れ
だ
っ
た
科
学
者
た
ち

憧
れ
だ
っ
た
科
学
者
た
ち

　
「
イ
リ
ノ
テ
カ
ン
」。肺
が
ん
、子
宮
頸
が
ん
、卵

巣
が
ん
に
用
い
る
抗
が
ん
剤
と
し
て
1
9
9
4
年

日
本
で
認
可
さ
れ
て
以
来
、胃
、結
腸
、直
腸
の
が

ん
お
よ
び
再
発
乳
が
ん
へ
適
応
が
拡
大
さ
れ
、現
在

米
国
を
は
じ
め
、世
界
1
0
0
カ
国
以
上
で
承
認

さ
れ
、使
用
さ
れ
て
い
る
。昭
和
大
学
名
誉
教
授・

宮
坂
貞
は
、そ
の
開
発
者
で
あ
る
。

　

長
野
県
岡
谷
市
生
ま
れ
。幼
い
頃
は
病
弱
だ
っ

た
。数
学
の
教
師
だ
っ
た
父
は「
寂
し
く
な
い
よ
う

に
」と
本
を
よ
く
与
え
て
く
れ
た
。日
本
文
学
選

や
世
界
文
学
選
に
始
ま
り
、小
学
校
の
と
き
に
宮

沢
賢
治
の
作
品
は
す
べ
て
読
ん
で
し
ま
っ
た
ほ
ど
。

歴
史
物
が
大
好
き
で
、も
ち
ろ
ん
科
学
に
も
興
味

は
あ
っ
た
。

　

諏
訪
湖
の
北
、霧
ヶ
峰
の
八
島
ヶ
原
湿
原
に
は

珍
し
い
生
物
が
多
く
生
息
す
る
こ
と
も
あ
り
、東

京
大
学
の
研
究
者
た
ち
が
よ
く
生
態
調
査
に
訪

れ
て
い
た
。夏
休
み
に
な
る
と
地
元
の
中
学
生
も

手
伝
い
に
駆
り
出
さ
れ
、草
原
の
植
物
の
種
類
や

数
を
調
べ
た
り
、沼
の
縁
を
踏
ん
で
歩
き
、カ
エ
ル

の
卵
が
出
て
く
る
の
を
観
察
し
た
。シ
ュレ
ー
ゲ
ル

ア
オ
ガ
エ
ル
や
ベニハ
ラ
イ
モ
リ
な
ど
、珍
し
い
生
き

物
と
の
出
会
い
に
心
躍
っ
た
。

菱山中央醸造
（ぶどうばたけ）
◎所在地 ： 甲州市勝沼町菱山１４２５
◎問合せ ： ０５５３－４４－０３５６
◎営　業 ： 営業日・時間は季節によるので 
　　　　   HP・TELで確認

W i n e r y D A T A
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菱
山
中
央
醸
造
は
ぶ
ど
う
の
丘
を
少
し

降
っ
た
菱
山
地
区
に
あ
る
。経
営
し
て
い
る
三

森
家
は
本
来
は
ぶ
ど
う
農
家
で
、戦
前
か
ら
ワ

イ
ン
づ
く
り
も
始
め
た
。今
も
昔
も
菱
山
地

区
の
農
家
か
ら
集
ま
っ
た
食
用
ぶ
ど
う
で
ワ
イ

ン
を
つ
く
る
が
、ほ
と
ん
ど
は
農
家
の
自
家
用

で
、こ
こ
で
は
そ
の
伝
統
か
ら「
ぶ
ど
う
酒
」と

呼
ん
で
い
る
。昔
は
こ
の
よ
う
な
醸
造
所
が
菱

山
に
数
軒
あ
っ
た
が
、い
ま
は
こ
こ
だ
け
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

醸
造
家
の
三
森
斉
さ
ん
は
元
は
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
。父
の
袈
裟
治
さ
ん
が
引
退
す
る
と
き
、農

家
の
お
じ
さ
ん
た
ち
が
、「
誰
か
搾
ら
ん
と
酒

が
飲
め
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」と
言
う
の
で
斉
さ
ん

◀ぶどうを破砕する。（菱山中央醸造提供）

▼手動で圧力をかけて果汁を搾る。機械では
７０～８０％の果汁を搾りきるが、この方法では
５０％くらいしか搾れない大吟醸のような果汁。（菱
山中央醸造）

菱山中央醸造
菱山農家の晩酌は、大吟醸な手搾りぶどう酒

Winery
散
歩
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農家から集まった甲州。（菱山中央醸造提供）

が
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

　

昔
な
が
ら
の
手
作
業
で
コ
ス

ト
を
か
け
ず
に
シ
ン
プ
ル
に
つ
く

る
。白
は
甲
州
で
、農
家
が
総
出

で
10
月
に
3
日
間
か
け
て
、ぶ

ど
う
を
集
め
、昔
な
が
ら
の
手

動
の
破
砕
と
搾
取
の
器
具
を

使
っ
て
果
汁
を
搾
る
。瓶
詰
め

も
コ
ル
ク
の
打
栓
も
シ
ー
ル

キ
ャッ
プ
を
か
ぶ
せ
る
の
も
1
本

ず
つ
手
作
業
。ロ
ゼ
は
11
月
に
畑

に
残
っ
た
巨
峰
や
ピ
オ
ー
ネ
な

ど
で
仕
込
む
の
で
毎
年
ち
が
う

も
の
に
な
る
。

　

以
前
、袈
裟
治
さ
ん
が
つ
く
っ

て
い
た
ぶ
ど
う
酒
を
ソ
ム
リ
エ
の

田
崎
信
也
さ
ん
が
気
に
入
り
、

時
々
訪
れ
て
来
た
。

　
「
田
崎
さ
ん
か
ら
、フ
ラ
ン
ス
に
も
こ
う
い
う

つ
く
り
方
の
農
家
の
ワ
イ
ン
が
あ
る
、と
聞
き

ま
し
た
。い
ま
は
日
本
で
も
ヨ
ー
ロッ
パ
の
ワ
イ

ン
用
品
種
で
ハ
イ
ク
ラ
ス
な
ワ
イ
ン
を
つ
く
る
の

が
流
れ
で
す
が
、そ
れ
は
そ
れ
。う
ち
の
は
農

家
の
食
用
ぶ
ど
う
を
加
工
し
て
つ
く
る
お
酒

で
す
。菱
山
産
の
ピ
カ
イ
チ
の
ぶ
ど
う
で
、こ
う

い
う
搾
り
方
な
の
で
50
％
く
ら
い
し
か
果
汁
を

取
ら
な
い
贅
沢
な
ぶ
ど
う
酒
。バ
ラ
ン
ス
の
い
い
、

菱
山
の
ぶ
ど
う
の
質
が
良
く
出
て
い
ま
す
。日

本
に
は
日
本
の
ワ
イ
ン
の
楽
し
み
方
が
あ
る
は

ず
。そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
や
歴
史
が
あ
り
ま
す

か
ら
」。農
家
の
ひ
み
つ
酒
に
は
菱
山
の
誇
り

が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

▲ぶどう園は草生栽培。やんちゃな
山羊たちが草刈りをする。

◀ワインは醸造所のある「ぶどうば
たけ」の売店で購入できる。ボトルに
はラベルをつけない。

３代で醸造を守る。左から三森斉さん、袈裟治さん、基史さん



宮坂 貞 （みやさかただし）
◎プロフィール

◉昭和大学薬学部薬品製造化学教室助教授就任。以降昭和大学に
おいて、教授、薬学部長、名誉教授、評議員、理事、監事を歴任
◉日本薬学会学術貢献賞 受賞
◉井上春成賞 受賞
◉全国発明表彰発明協会会長賞 受賞
◉文部科学大臣表彰科学技術賞〈開発部門〉 受賞
◉日本癌学会学術賞（第一回JCA-CHAAO賞 受賞
◉瑞宝小綬章 受章
◉第一回 昭和大学医学・医療振興財団 昭和上條医療賞 受賞

1968年

1999年
2002年
2003年
2007年
2011年
2012年
2014年

研究を始めた1978年ころ。ある食品企業から提供された喜樹の苗木は
当時の薬草園に植えた。

薬学は完成されていない学問。本当のサイエンスを学べる素晴らしい場所。
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故郷の諏訪盆地遠望

夏、旗の台キャンパスに植えられた喜樹の葉が青々
と茂る。宮坂家の庭で育った木を移植した。 【 イリノテカン塩酸塩水和物 】

筋
金
入
り
の
コ
チ
コ
チ
頭

「
も
う
、や
み
つ
き
に
な
って
し
ま
って
」

　

中
学
生
な
が
ら
も
、目
の
前
に
居
る
先
生
た
ち
は
日
本
の

先
端
を
行
く
科
学
者
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
た
。

「
自
分
も
探
求
者
に
な
り
た
い
」

　

そ
の
想
い
は
高
校
に
入
って
さ
ら
に
強
ま
っ
た
。校
長
先
生

は
京
都
大
学
の
遺
伝
学
の
助
教
授
だ
っ
た
。化
学
の↓

先
生
は
東
京
物
理
学
校（
現
：
東
京
理
科
大
学
）卒
で
戦

争
直
後
の
物
資
難
の
頃
に
食
塩
な
ど
い
ろ
ん
な
も
の
を
手
に

入
れ
て
き
て
は
実
験
を
や
って
み
せ
た
。

「
菊
芋
を
煮
詰
め
て
飴
を
作
っ
た
り
、そ
れ
で
苦
味
が
出
た

ら
、『
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
入
っ
て
い
る
か
ら
』と
化
学
式
を
書
き

な
が
ら
説
明
し
て
く
れ
る
わ
け
で
す
」

　

魔
法
の
よ
う
で
理
路
整
然
と
し
た
科
学
の
世
界
に
、す
っ

か
り
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

↓

筋
金
入
り
の
コ
チ
コ
チ
頭

　

あ
る
日
学
校
の
宿
題
で
、沼
に
発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
を

集
め
て
く
る
よ
う
に
言
わ
れ
、泥
だ
ら
け
に
な
る
の
も
気
に

せ
ず
夢
中
で
沼
に
入
り
、棒
で
沼
底
を
か
き
回
し
、湧
い
て

く
る
ガ
ス
を
一
生
懸
命
、瓶
に
集
め
た
。楽
し
み
に
次
の
授
業

に
行
く
と
、宮
坂
以
外
は
誰
も
提
出
し
な
い
。「
汚
れ
る
か

ら
」「
面
倒
だ
か
ら
」と
皆
端
っ
か
ら
や
る
気
が
な
か
っ
た
。

「
で
も
、先
生
が
褒
め
て
く
れ
た
の
は
う
れ
し
く
て
。そ
の

化
学
の
先
生
が
大
好
き
で
し
た
か
ら
ね
」

　

何
ご
と
に
も
真
面
目
だ
っ
た
高
校
時
代
の
宮
坂
を
語
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
は
他
に
も
あ
る
。あ
る
放
課
後
、帰
ろ
う
と
す
る

と
、自
分
の
下
駄
が
な
い
。他
に
一
足
だ
け
残
っ
て
い
る
が
自

分
の
で
は
な
い
。し
ば
ら
く
思
案
し
た
が
、裸
足
で
帰
っ
た
と

い
う
。上
諏
訪
か
ら
岡
谷
の
家
ま
で
、電
車
と
徒
歩
４
キ
ロ

の
道
。翌
日
学
校
に
行
く
と
、自
分
の
下
駄
が
置
い
て
あ
っ
た
。

案
の
定
、件
の
下
駄
の
持
ち
主
が
間
違
え
て
履
い
て
帰
っ
て

し
ま
って
い
た
。

「『
自
分
の
で
な
く
て
は
な
ら
ん
』と
、頭
が
コ
チ
コ
チ
で
ね
。ど

う
し
よ
う
も
な
い
で
す
よ（
笑
）」

　

そ
の
実
直
さ
は
、大
学
に
入
り
研
究
者
の
道
を
進
ん
で
か

ら
も
変
わ
ら
な
い
。東
京
大
学
医
学
部
薬
学
科
に
進
ん
だ
宮

坂
は
、薬
学
者・落
合
英
二
教
授
に
師
事
し
た
。日
本
を
代
表

す
る
薬
学
者
に
あ
い
さ
つ
の
仕
方
か
ら
、研
究
の
基
礎
か
ら
応

用
ま
で
教
わ
っ
た
。

「
素
晴
ら
し
い
先
生
で
ね
。日
常
の
一
挙
手
一
投
足
、す
べ
て

を
学
ん
だ
も
の
で
す
」

　

恩
師
か
ら
学
ん
だ
キ
ノ
リ
ン
の
応
用
は
、イ
リ
ノ
テ
カ
ン
を

生
み
出
す
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
た
と
い
う
。宮
坂

が
東
京
医
科
歯
科
大
学
に
移
っ
た
後
も
知
人
の
オ
レ
ゴ
ン
大

学
の
教
授
を
紹
介
し
て
、海
外
留
学
の
道
を
開
い
て
く
れ
た
。

オ
レ
ゴ
ン
で
の
メ
チ
ル
基
を
エ
チ
ル
基
に
換
え
る
ラ
ジ
カ
ル
反
応

の
研
究
も
、イ
リ
ノ
テ
カ
ン
の
開
発
の
礎
に
な
っ
た
。

「
そ
う
い
う
道
の
り
が
生
か
さ
れ
て
、世
界
で
誰
も
で
き
な

か
っ
た
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
」

イ
リ
ノ
テ
カ
ン
―
―
ホ
ー
ム
か
ら
世
界
へ

　

昭
和
大
学
薬
学
部
に
移
っ
た
宮
坂
は
薬
品
製
造
化
学
教

室
の
助
教
授
と
し
て
、荒
川
基
一
教
授
に
師
事
し
た
。

1
9
7
7
年
、病
気
で
倒
れ
た
荒
川
教
授
か
ら「
あ
る
男
に

会
っ
て
く
れ
」と
託
さ
れ
た
。そ
れ
が
、あ
る
食
品
企
業
の
務

台
方
彦
博
士
だ
っ
た
。10
g
の
カ
ン
プ
ト
テ
シ
ン
を
手
に「
こ

れ
を
何
と
か
実
用
化
し
て
ほ
し
い
」と
半
ば
懇
願
さ
れ
た
。

　
「
カ
ン
プ
ト
テ
シ
ン
」は「
喜
樹
」と
い
う
木
か
ら
抽
出
さ
れ

た
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
で
、1
9
6
0
年
代
に
抗
が
ん
剤
と
し
て
臨

床
治
験
が
行
わ
れ
た
が
、強
い
副
作
用
が
起
こ
る
た
め
開
発

が
断
念
さ
れ
た
。そ
の
た
め
、新
規
カ
ン
プ
ト
テ
シ
ン
誘
導
体

の
合
成
研
究
が
試
み
ら
れ
た
が
、水
や
溶
媒
に

な
か
な
か
溶
け
な
い
こ
と
が
大
き
な
壁
と
な
っ

て
い
た
。

　

だ
が
、宮
坂
は
構
造
式
を
見
て
、ひ
と
目
で

〝
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
〞だ
と
確
信
し
た
。根
拠
は

落
合
教
授
に
教
わ
っ
た
キ
ノ
リ
ン
で
あ
る
。

「
塩
基
で
あ
れ
ば
、酸
に
溶
け
る
は
ず
」

　

そ
れ
ま
で
の
研
究
者
た
ち
は
ア
ル
カ
リ
で
溶

か
そ
う
と
し
て
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。多
く
の

論
文
を
調
べ
、キ
ノ
リ
ン
の
ラ
ジ
カ
ル
反
応
に
成

功
し
た
イ
タ
リ
ア
の
事
例
を
見
つ
け
た
。

「
こ
れ
だ
！ 

自
分
た
ち
が
世
界
で
最
初
に
カ
ン

プ
ト
テ
シ
ン
を
医
薬
品
に
で
き
る
」

　

こ
う
し
て
7
年
の
歳
月
を
か
け
、当
該
食
品

企
業
と
の
共
同
研
究
で
、カ
ン
プ
ト
テ
シ
ン
の
化

学
変
換
に
成
功
し
、新
規
抗
が
ん
剤「
イ
リ
ノ
テ

カ
ン
塩
酸
塩
水
和
物
」が
生
ま
れ
た
。

　
「
こ
れ
は
多
く
の
人
た
ち
の
協
力
で
で
き
た
成
果
で
す
」。

食
品
企
業
の
澤
田
誠
吾
博
士
や
八
重
樫
隆
博
士
な
ど
昭
和

大
学
出
身
の
研
究
者
を
は
じ
め
、動
物
投
与
の
研
究
、論
文

な
ど
の
文
献
調
査
、臨
床
過
程
で
の
研
究
な
ど
、多
く
の
研

究
者
た
ち
の
仕
事
の
結
集
で
あ
っ
た
と
振
り
返
る
。

　

家
族
に
は
多
大
な
協
力
に
も
感
謝
す
る
一
方
で
、後
悔
の

念
も
湧
い
て
く
る
。朝
か
ら
晩
ま
で
研
究
室
と
教
授
室
を
往

復
す
る
日
々
。一
週
間
家
に
帰
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
一
度
で

は
な
い
。

「
何
ひ
と
つ
家
族
に
手
を
か
け
て
あ
げ
ら
れ
な
かっ
た
で
す
ね
」

　

目
の
前
の
研
究
が
す
べ
て
だ
っ
た
。

「
薬
学
は
完
成
さ
れ
て
い
な
い
学
問
。本
当
の
サ
イ
エン
ス
を
学

べ
る
素
晴
ら
し
い
場
所
で
す
」

　

84
歳
。科
学
の
魔
法
は
い
ま
だ
解
け
る
こ
と
は
な
い
。

日本名：旱蓮木（カンレ
ンボク）。中国原産で、
実、根、葉に含まれる
カンプトテシンという物
質に抗がん作用があ
る。これをもとにイリノ
テカンが合成された。

喜樹
（キジュ）
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R e c i p e

豚肉は塩・コショウをし、下味をつける。
りんごと生姜はすりおろし、Aをすべて混ぜ合
わせる。
フライパンに油を熱し、豚肉を焼く。色が変わっ
たらAをいれ絡める。

◎豚肉薄切り：５枚　◎塩・コショウ：少々
◎Ａりんご：１/８個　◎Ａ生姜：１かけ（６ｇ）
◎Ａ醤油：大さじ１　◎Ａみりん：大さじ１/２
◎Ａはちみつ：小さじ１

＜ 材 料       ＞

＜ 作り方 ＞
１．
2．

3．

ポークアップル
ジンジャー

おすすめM E N U

（1人分）

1人分エネルギー

430kcal

※りんごが甘い場合は、はちみつを入れなくても
　おいしく食べられます。

白菜は1ｃｍ幅の細切り、きゅうりは薄切りにする。
塩を振って全体をよく混ぜ、１０分ほどおいてしん
なりさせ、水気を切る。
みかんは薄皮をむいて実を取り出しておく。
Ａの調味料を合わせる。
 1.の入った容器にみかんを合わせ、 3.の調味
料を入れて混ぜ合わせる。

◎白菜：１枚　◎きゅうり：１/２本　◎塩：少々
◎みかん：１個　◎Ａ酢：大さじ１　
◎Ａ砂糖：大さじ１　◎Ａ塩：小さじ１/３　
◎Ａ赤唐辛子（刻み）：適量

＜ 材 料       ＞

＜ 作り方 ＞
１．

2．
3．
4．

白菜とみかんの
甘酢漬け

おすすめM E N U

（1人分）

1人分エネルギー

92kcal

※生のみかんがなければ缶詰でもＯＫ。

キウイとバナナは皮をむいてざく切りにする。小
松菜は２～３ｃｍ幅に切る。
 1. と氷、はちみつを入れミキサーにかける。

◎キウイ：１/２個　◎小松菜：５０ｇ
◎バナナ：１/２本　◎はちみつ：適量
◎氷：３～４個

＜ 材 料       ＞

＜ 作り方 ＞
１．

2．

グリーンスムージー
おすすめM E N U

（1人分）

1人分エネルギー

98kcal

※小松菜に含まれる鉄分は、ビタミンＣと一緒に摂
　取すると吸収率がアップします。

フルーツレシピ
健康と病気予防に

昭和大学藤が丘病院
栄養科 管理栄養士

郷頭侑里

整
腸
作
用
で
便
秘
や
下
痢
を
改
善

血
圧
上
昇
を
抑
え
、

コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
生
成
、

抗
酸
化
作
用
、

鉄
分
吸
収
を
助
け
る

皮
膚
・
粘
膜
の
健
康
に
保
つ
作
用
や

抗
が
ん
作
用

ビタミンＣのほか、

β-クリプトキサンチンも含まれています。

体内でビタミンＡ（レチノール）に変換される

プロビタミンＡの一種です。

皮膚や粘膜を健康に保つ作用のほか、

抗がん作用があるといわれています。

１年を通して購入できる果物ですが、
国産は１２～４月頃に最も市場に出回ります。

ビタミンＣが多く含まれ、抗酸化作用、皮膚や結合組織、骨に存在するコラーゲンの生成、鉄分の吸収を助ける働きがあります。

水溶性食物繊維の一種である

ペクチンが多く含まれています。

整腸作用があり、

便秘や下痢を改善する

働きがあります。

バナナはカリウムを多く含む果物の一つです。カリウムにはナトリウムの排泄を 促進する役割があり、血圧の上昇を抑制する効果があります。ただし、高カリウム血症を認める場合は 摂取量に注意が必要です。

みかん
キウイ

りんご
バナナ

果物はビタミン・ミネラル・食物繊維を多く含み、
健康維持や疾病予防に有効な成分が豊富に含まれています。
1年を通して購入できる果物も多々ありますが、
旬の季節になると味がおいしくなるうえ、栄養価がより高くなります。
今回は果物をそのまま食べるだけでなく、料理への活用レシピを紹介します。



体調が悪いとき、医師の処方せんがなくても、

すぐに薬局に行って買える薬を「ＯＴＣ医薬品」といいます。

近年、このＯＴＣ医薬品を活用した

「セルフメディケーション」の実践が高まっています。

今回は、ＯＴＣ医薬品の購入や服用の方法を通じて、

自己の健康管理（セルフメディケーション）について学んでみましょう。
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監 修

昭和大学薬学部
社会健康薬学講座 講師

赤川圭子

解説！《ＯＴＣ医薬品の買い方・使い方》
s c e n e

セ ル フ メ デ ィ ケ ー シ ョ ン 実 践 の た め に

Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
っ
て
？

　

医
薬
品
に
は
、医
師
の
処
方
せ
ん
が
必
要

な「
医
療
用
医
薬
品
」と
、処
方
せ
ん
な
し
で

購
入
で
き
る「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品（
要
指
導
医
薬

品
・一
般
用
医
薬
品
）」が
あ
り
ま
す
。Ｏ
Ｔ
Ｃ

と
は「O

ver The C
ounter

」の
頭
文
字

の
呼
称
で
、カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に
置
か
れ
た
医

薬
品
を
販
売
す
る
か
た
ち
に
由
来
し
ま
す
。

元
来
、薬
剤
師
や
登
録
販
売
者（
※
）の
ア
ド

バ
イ
ス
の
も
と
、対
面
で
購
入
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
の
で
す
が
、現
在
で
は
、一
般
の
人
が

自
由
に
手
に
取
っ
て
購
入
で
き
る
こ
と
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
に
も
、要
指
導
医
薬
品
と一

類
か
ら
三
類
ま
で
の
一
般
用
医
薬
品
が
あ
り
、

要
指
導
医
薬
品
と
一
類
は
薬
剤
師
か
ら
薬
に

つ
い
て
の
説
明（
情
報
提
供
）を
し
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。二・三

類
は
登
録
販
売
者
で
も
販
売
す
る
こ
と
が
可

能
で
、い
ず
れ
も
適
正
に
使
用
す
る
た
め
の
情

報
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。

　
で
は
、医
療
用
と
Ｏ
Ｔ
Ｃ
の
違
い
は
ど
こ
に

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？　
医
療
用
は
リ
ス
ク
が

高
い
医
薬
品
で
、個
人
の
症
状
や
病
態
に
沿
っ

て
医
師
が
処
方
し
ま
す
。一
方
、Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬

品
は
一
般
の
人
が
薬
局
等
で
購
入
し
、自
ら
の

判
断
で
使
え
る
よ
う
、成
分
の
安
全
性
を
重
視

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、穏
や
か
な
効
き
目
で
あ

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、医
療
用
と
同
じ

成
分
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
も
あ
る
た
め
、注
意
が

必
要
で
す
。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
を
用
い
た

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト

〜
体
の
治
る
力
を
活
か
す
〜

　

私
た
ち
は
、一
般
的
な
風
邪
や
頭
痛
、肩
凝

り
、腰
痛
、便
秘
、下
痢
な
ど
日
々
さ
ま
ざ
ま

な
体
調
不
良
に
悩
ま
さ
れ
ま
す
。こ
う
し
た
際
、

す
ぐ
に
医
療
機
関
に
行
く
の
で
は
な
く
、自
分

で
健
康
を
管
理
し
、軽
度
な
不
調
に
お
い
て
は

Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
等
を
活
用
し
て
対
処
す
る
こ

と
が
、セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　

風
邪
を
ひ
い
た
場
合
は
ど
の
よ
う
に
Ｏ
Ｔ

Ｃ
医
薬
品
を
使
え
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

　

風
邪
の
症
状
に
は
意
味
が
あ
り
、自
分
の

体
が
ウ
イ
ル
ス
と
闘
い
、自
然
治
癒
を
し
て
い

る
こ
と
か
ら
生
じ
る
防
御
反
応
や
炎
症
が
あ

る
こ
と
を
理
解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。た
と
え

ば
発
熱
は
体
温
を
上
げ
て
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖

を
抑
え
た
り
死
滅
さ
せ
る
た
め
の
反
応
で
す
。

症
状
は
そ
の
時
感
染
し
て
し
ま
っ
た
ウ
イ
ル
ス

の
種
類
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。体
の
治
癒
力

を
尊
重
し
て
、感
冒
薬
は
症
状
が
ひ
ど
い
と
き

や
、つ
ら
さ
を
や
わ
ら
げ
た
い
と
き
に
使
い
ま

し
ょ
う
。睡
眠
や
栄
養
を
き
ち
ん
と
取
り
、

正しく安全に利用しよう

※都道府県知事が認定した薬の専門家。

自
然
治
癒
力
を
高
め
な
が
ら
治
し
て
い
く
こ

と
が
肝
心
で
す
。

　
こ
こ
で
強
調
し
た
い
こ
と
は
、感
冒
時
に
お

け
る
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
で
の
手
当
は「
体
の
治
癒

力
を
高
め
る
た
め
に
、症
状
を
緩
和
す
る
も

の
」だ
と
い
う
こ
と
。休
養
や
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品

を
服
用
し
な
が
ら
経
過
を
見
て
、２
〜
３
日
薬

を
服
用
し
て
も
悪
化
し
て
い
く
場
合
は
医
療

機
関
を
受
診
す
る
、と
い
う
流
れ
が
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。た
だ
し
、イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は
す
ぐ
に
医
療
機

関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。（
図
1
）

←

主な症状

熱

悪   寒

進   行

合併症

発生状況

病原菌

鼻水・せき・くしゃみ

微熱

軽い

ゆるやか

少ない

散発性

ライノウイルス
アデノウイルス
コロナウイルスなど

かぜ（普通感冒）

◉かぜとインフルエンザの違い（図1）

頭痛・筋肉痛・関節痛

38～40℃

強い

急激

気管支炎・肺炎など

流行性（12月～3月下旬）

インフルエンザ
ウイルス

インフルエンザ

◉総合感冒薬の症状別の有効成分（図2）

鎮咳
薬

カフェイン

解熱
鎮痛薬

去痰薬

抗炎症薬
（トラネキサム酸など）

抗
ヒスタミン
薬

鼻血管
収縮薬
（交感神経
      刺激薬）

頭が
重いなど

鼻水
・

鼻づまり

のどの
痛み

咳
・
痰

頭痛
・
発熱

頭が
重いなど

鼻水
・

鼻づまり

のどの
痛み

咳
・
痰

頭痛
・
発熱

鎮咳
薬

カフェイン

解熱
鎮痛薬

去痰薬

抗炎症薬
（トラネキサム酸など）

抗
ヒスタミン
薬

鼻血管
収縮薬
（交感神経
      刺激薬）



●薬の購入時に伝えるべき項目

（図3）

□  症状・経過
         （いつ頃から出ているのか）
□  持病やアレルギーを持っているか         （主治医がいる場合はお薬手帳を見せるとより安心）□  症状に対してどんな対応をしたか□  薬の希望
         （顆粒・錠剤・カプセル・日に何回の服用がいいか、          漢方を希望するか 等）
□  年 齢
         （患者は本人か、もしくは          家族などの代理購入なのか）
□  そのほか思い当たる原因等
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s c e n e

●症状に効果のある成分のみが入った薬を選ぶ。
●使用説明書を必ず読み、用法・用量を守る。
●服用後、使用説明書に記載がある副作用の初期
症状が出ていないか確認する。
●症状は良くなっているか、２～３日服用しても症
状が悪化する場合は医療機関受診が望ましい。
●他の薬、食品との飲み合わせによって効果が変
わったり、副作用がでるので注意する。

ＯＴＣ医薬品の
服用で気を付けること

●
救
急
箱
を
常
備
し
て
み
よ
う

　

具
合
が
悪
く
な
っ
た
時
に
す
ぐ
に
ケ
ア
す
る
た
め
に
も
、

救
急
箱
を
ご
家
庭
に
用
意
し
、家
族
に
必
要
な
常
備
薬
を

見
直
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。救
急
箱
の
中
身
の

大
前
提
は
、普
段
か
ら
使
い
慣
れ
て
い
て
、体
に
合
っ
て
い

る
も
の
を
入
れ
て
お
く
こ
と
で
す
。そ
の
ほ
か
の
緊
急
時
の

た
め
の
常
備
薬
は
、一
つ
の
薬
で
家
族
の
年
齢
に
合
わ
せ
て

服
用
で
き
る
も
の
が
重
宝
し
ま
す
。錠
剤
数
の
増
減
で「
大

人
用
」「
子
ど
も
用
」な
ど
が
調
整
で
き
れ
ば
便
利
で
す
。

　
そ
ろ
え
る
の
が
面
倒
な
方
に
は
、「
配
置
薬（
置
き
薬
）」

と
い
う
シ
ス
テ
ム
も
あ
り
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
薬
箱
一
式

を
預
か
り
、配
置
員
が
定
期
的
に
家
庭
訪
問
し
て
点
検・補

充
し
て
、そ
の
都
度
で
使
用
し
た
分
の
代
金
の
み
を
支
払

う
も
の
で
す
。

●
保
管
は
冷
暗
所・湿
気
の
少
な
い
場
所
で

　

基
本
的
に
は
、冷
暗
所
で
湿
気
の
少
な
い
場
所
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。パ
ッ
ケ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

あ
ま
り
神
経
質
に
な
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、冷
蔵
庫

は
避
け
ま
し
ょ
う
。庫
内
か
ら
取
り
出
し
た
後
に
結
露
が

発
生
し
、薬
に
湿
気
が
含
ま
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。ま
た
、

使
用
期
限
切
れ
に
な
っ
て
い
な
い
か
、ど
の
く
ら
い
使
っ
た

か
、定
期
的
に
チ
ェッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

救
急
箱
は
、災
害
時
に
も
活
躍
す
る
便
利
な
ツ
ー
ル
で

す
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
そ
ろ
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

スギ薬局 薬剤師

矢嶋奈穂

まずはこれを揃えよう！

共通識別
マーク

ＯＴＣ医薬品も医療費控除の対象に

　平成29年１月よりスタートした「セルフメディ
ケーション税制」をご存じでしょうか。医療費控
除のなかで、従来の「１年間の医療費自己負担が
計１０万円以上」の場合とは別に、「ＯＴＣ医薬品
１万２千円以上の購入」で適用される控除です。
（どちらか片方のみを選択して申請）

　申請には健康診断を受けている等の条件がありますが、それを満たした上で、厚
生労働省ホームページに記載されている特定の成分を含んだ対象品（多くに共通
識別マークが付いている）の年間購入額の合計（生計を一つにする家族分の合算
可）が１２，０００円を超えた場合の超過額を確定申告で所得控除できます。もちろん、
救急箱に常備する薬をそろえる際の購入分を充てることも可能です。

（セルフメディケーション税制）

※共通識別マーク：
　一般社団法人 日本ＯＴＣ医薬品情報研究会の登録商標

その他

内服薬

キズ・皮膚薬

衛生材料

塗り薬・貼り薬

体温計・ピンセット・ハサミ

鎮痛剤・解熱剤・胃腸薬・
総合感冒薬・下痢止めなど

消毒薬・湿疹用軟膏・
虫刺され薬など

包帯・ガーゼ・ばんそうこう・
綿棒など

ゲル、スチック、
ローションタイプの痛み止めや、
テープ剤（冷感・非温感）、
パップ剤（冷感・温感）など

救急箱
の

ススメ

　
ほ
か
に
大
事
な
点
は「
服
用
す
る
薬
は
最
低

限
に
す
る
」こ
と
で
す
。薬
は
服
用
す
る
と
体

内
の
臓
器
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。「
総
合
感

冒
薬
」は
風
邪
の
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
、発
熱
・

咳
、鼻
水
な
ど
を
緩
和
す
る
た
め
に
、多
種
の

成
分
が
含
有
さ
れ
て
い
ま
す
。「
鼻
水
が
止
ま

ら
な
い
」「
咳
が
出
る
」な
ど
症
状
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
場
合
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
成
分
の

入
っ
た
総
合
感
冒
薬
で
は
な
く
、症
状
に
効
果

の
あ
る
成
分
の
み
が
入
っ
た
薬
を
選
ぶ
よ
う
、

購
入
の
際
は
薬
剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（
前
ペ
ー
ジ
図
2
）

　

ま
た
漢
方
薬
は
葛
根
湯
な
ど
の
よ
う
に

風
邪
の
ひ
き
初
め
に
有
効
な
も
の
や
、柴
胡
桂

枝
湯
の
よ
う
に
こ
じ
れ
た
風
邪
に
有
効
な
も

の
も
あ
り
ま
す
。症
状
や
体
質
に
よ
っ
て
適
す

る
も
の
が
あ
る
の
で
、漢
方
の
希
望
が
あ
れ
ば

薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

信
頼
で
き
る

薬
剤
師
と
の
関
係
づ
く
り

　

Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
品
を
購
入
す
る
際
に
は
、薬
局・

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
で
自
分
の
症
状
に
合
っ

た
薬
を
選
び
、適
切
に
使
用
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。相
談
で
き
る
薬
剤
師
を
見
つ
け
て
十
分

な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、関
係
を
構

築
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
と
き
薬
剤
師・登
録
販
売
者
へ
伝
え
る

べ
き
項
目（
図
3
）は
、薬
を
購
入
す
る
た
め
の

重
要
な
チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
す
。体
質
に
よ
っ

て
も
薬
の
効
き
方
が
異
な
っ
て
く
る
た
め
、「
い

つ
も
の
風
邪
の
様
子
と
違
う
」「
こ
の
薬
は
合
わ

な
か
っ
た
」な
ど
の
情
報
を
伝
え
る
こ
と
で
体
質

を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、自
ら
も
薬
の
効

き
方
の
自
己
パ
タ
ー
ン
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。何
で
も
気
軽
に
薬
剤
師
に
相
談
し
て
い
く

と
よ
い
で
し
ょ
う
。セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
す
る
に
は
、セ
ル
フ
ケ
ア
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

可
能
で
あ
れ
ば
、栄
養
指
導
を
は
じ
め
、「
あ
な

た
に
合
っ
た
養
生
法
」を
指
導
し
て
く
れ
る
薬

剤
師
の
意
見
を
聞
き
、セ
ル
フ
ケ
ア
の
方
法
を

習
得
し
て
い
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
ま
た
、複
数
の
保
険
薬
局
で
お
薬
手
帳
を
も

ら
っ
て
い
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、お
薬

手
帳
は
病
院
の
カ
ル
テ
と
同
様
に
、次
回
に
生

か
せ
る
大
事
な
情
報
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。必

ず
一
冊
に
ま
と
め
て
記
録
し
、購
入
時
に
は
忘

れ
ず
に
薬
剤
師
に
見
せ
ま
し
ょ
う
。

服
用
の
際
に

気
を
付
け
た
い
こ
と

　
薬
を
服
用
す
る
前
に
は
、必
ず
使
用
説
明
書

に
目
を
通
し
、用
法・用
量
を
守
っ
て
使
用
し
ま

し
ょ
う
。特
に「
禁
忌
」と
い
っ
て
、「
使
用
し
て

は
い
け
な
い
対
象
者
」が
あ
る
た
め
、自
分
は

該
当
し
て
い
な
い
か
を
確
認
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。そ
の
ほ
か
、車
を
運
転
す
る
方
の

場
合
に
は
、眠
く
な
る
成
分
が
入
っ
て
い
な
い

か
な
ど
の
チ
ェッ
ク
も
重
要
で
す
。

　

体
内
で
薬
が
作
用
す
る
こ
と
を「
薬
理
作

用
」と
い
い
、薬
本
来
の
働
き
を「
主
作
用
」と
い

い
ま
す
。反
対
に
、薬
が
原
因
と
な
っ
て
好
ま
し

く
な
い
働
き
が
起
き
る
こ
と
を「
副
作
用
」と
い

い
ま
す
。副
作
用
は
体
の
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
で

起
き
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、服
用
後
に
気

に
な
る
症
状
が
出
た
場
合
は
、ま
ず
説
明
書
に

記
さ
れ
た
副
作
用
に
当
て
は
ま
る
か
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。薬
の
種
類
を
替
え
る
べ
き
時
期
と

な
っ
た
こ
と
で
症
状
が
現
れ
て
い
る
可
能
性
も

あ
る
た
め
、薬
剤
師
に
薬
を
替
え
る
必
要
が
あ

る
の
か
ど
う
か
も
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

基
本
的
に
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
は
長
い
期
間
服

用
す
る
よ
う
に
は
設
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。２

〜
３
日
服
用
し
て
も
症
状
が
快
方
に
向
か
わ

な
い
場
合
に
は
、医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
気
を
付
け
た
い
の
が
、お
腹
を
下

し
た
際
、す
ぐ
に
下
痢
止
め
を
飲
ま
な
い
こ
と

で
す
。細
菌
性
の
感
染
症
を
疑
う
場
合
に
は
、

下
痢
を
止
め
て
し
ま
う
と
体
の
中
に
菌
が
広

が
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。服
用
す
る

の
は
食
あ
た
り
、水
あ
た
り
な
ど
原
因
が
は
っ

き
り
し
て
い
る
場
合
だ
け
に
し
、原
因
不
明
の

と
き
は
服
用
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

セルフメディケーション実践のために

正しく安全に利用しよう



伝
統
の

残
し
て
い
き
た
い

藤
山 

千
春

品
川
職
人
組
／
草
木
染
手
機
織
物

色や柄と出逢いながら、
   織りなされる吉野間道。
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MeisterChiharu Fujiyama

※吉野間道…江戸時代の茶人に好まれた、織物の手法。室町時代に南方より伝来した布地がそのルーツで、
江戸時代初期に京都の名妓・吉野太夫が愛用したことから生まれた名称と伝えられる。

浮
き
出
た
よ
う
に
見
え
る
、

美
し
い
縞
織
り
が
特
徴
の「
吉
野
間
道
」
。

江
戸
時
代
初
期
よ
り
伝
わ
る
、

日
本
伝
統
の
染
め
の
織
物
だ
。

品
川
区
・
大
井
町
に
あ
る
工
房
「
藤
山
工
芸
」で
は

草
木
染
織
家
・
藤
山
千
春
さ
ん
に
よ
る

創
作
が
、日
々
営
ま
れ
て
い
る
。

よ
し
の 

か
ん
ど
う

ゼ
は
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
と
な
り
、鼻
づ
ま
り
、

鼻
水
、の
ど
痛
、咳
、発
熱
、頭
痛
、寒
気
な
ど

の
諸
症
状
を
生
じ
る
病
気
で
、小
さ
な
子
ど
も
か
ら
高

齢
の
方
ま
で
誰
も
が
経
験
し
う
る
も
の
で
す
。あ
な
た

は
こ
う
い
っ
た
カ
ゼ
症
状
に
対
し
て
医
師
か
ら
抗
生
物

質
を
処
方
さ
れ
た
経
験
は
あ
り
ま
す
か
？

　

今
回
は「
カ
ゼ
の
治
療
に
抗
生
物
質
は
有
効
な
の

か
？
」と
い
う
こ
と
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

抗
生
物
質
と
は
、真
菌（
カ
ビ
）な
ど
の
微
生
物
が
、

他
の
微
生
物
や
生
き
て
い
る
細
胞
の
発
育
を
抑
え
る

た
め
に
作
り
出
す
物
質
の
こ
と
で
す
。そ
れ
を
応
用
し
、

人
体
に
使
う
こ
と
で
、細
菌
の
感
染
症
を
治
療
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。詳
し
い
説
明
は
割
愛
し
ま
す
が
、ウ

イ
ル
ス
と
細
菌
の
感
染
の
仕
組
み
は
全
く
異
な
る
も

の
で
、ウ
イ
ル
ス
が
原
因
の
感
染
症
に
抗
生
物
質
を
用

い
て
も
、治
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

近
年
、カ
ゼ
に
対
す
る
抗
生
物
質
は「
百
害
あ
っ
て

一
利
な
し
」と
い
う
見
解
が
世
界
的
な
常
識
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。ア
メ
リ
カ
内
科
学
会
は
２
０
１
６
年
、

抗
生
物
質
に
つ
い
て
の
勧
告
を
出
し
ま
し
た
。『
抗
生

物
質
の
使
用
を
考
慮
す
る
の
は
細
菌
性
肺
炎
、の
ど
の

細
菌
感
染
、強
い
症
状
の
あ
る
細
菌
性
の
副
鼻
腔
炎

（
い
わ
ゆ
る
蓄
膿
症
）に
対
し
て
で
、感
冒（
カ
ゼ
）に

対
し
て
は
使
わ
な
い
』と
い
う
も
の
で
す
。日
本
で
も
、

抗
生
物
質
が
効
か
な
い
細
菌
の
増
加
を
防
ぐ
た
め

（
薬
剤
耐
性
：
Ａ
Ｍ
Ｒ※

）の
対
策
と
し
て
、厚
生
労

働
省
が
同
様
の
呼
び
か
け
を
始
め
て
い
ま
す
。ま
た

複
数
の
研
究
で
、カ
ゼ
症
状
に
対
し
て
抗
生
物
質
を

使
用
し
た
大
人
は
、症
状
の
改
善
が
得
ら
れ
な
い
ば

か
り
か
、使
用
し
な
い
人
に
比
べ
て（
偽
薬
と
の
比

較
）、副
作
用（
発
疹
、嘔
吐
、下
痢
な
ど
）が
２
倍
生
じ

や
す
い
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、子
ど
も
・
大
人
問
わ
ず
カ
ゼ
症
状
に
対

し
て
、お
お
む
ね
６０
％
の
頻
度
で
抗
生
物
質
が
処
方

さ
れ
て
お
り
、そ
の
中
で
最
も
多
い
の
は
、経
口
第
三

世
代
セ
フ
ェ
ム
系
抗
菌
薬
と
呼
ば
れ
る
種
類
の
抗
生

物
質
で
し
た
。先
進
国
で
こ
の
タ
イ
プ
の
抗
生
物
質
が

用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、ほ
ぼ
日
本
の
み
で
す
。

　

こ
う
し
た「
経
口
第
三
世
代
セ
フ
ェ
ム
」が
多
用
さ

れ
る
こ
と
の
問
題
は
、①
そ
も
そ
も
カ
ゼ
は
ウ
イ
ル
ス

が
原
因
と
な
る
た
め
、抗
生
物
質
は
効
か
な
い
と
い

う
こ
と
、仮
に
細
菌
が
原
因
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、前

述
し
た
抗
生
物
質
は
、②
経
口
で
は
腸
管
か
ら
の
吸

収
が
悪
く
、体
内
で
は
細
菌
に
対
し
て
十
分
な
効
果

を
発
揮
で
き
ず
、細
菌
感
染
が
治
ら
な
い
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。ま
た
、③
細
菌
が
抗
生
物
質

に
無
用
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
で
、使
用
し
た
以
外
の

抗
生
物
質
に
つ
い
て
も
効
か
な
く
な
る「
耐
性
化
」を

生
じ
る
懸
念
も
あ
り
ま
す
。

　

カ
ゼ
に
か
か
っ
た
と
き
一
番
良
い
治
療
は
十
分
な
休

息
と
、必
要
に
応
じ
て
症
状
を
緩
和
す
る
薬
を
用
い
る

こ
と
で
す
。む
や
み
な
抗
生
物
質
の
服
用
は
、効
果
が

な
い
ば
か
り
か
、副
作
用
を
増
や
し
、耐
性
菌
を
増
や

し
、医
療
費
を
増
や
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。私

の
お
す
す
め
は
、医
師
に
カ
ゼ
と
診
断
さ
れ
た
と
き
は

「
症
状
を
良
く
し
て
く
だ
さ
い
」と
言
う
こ
と
で
す
。

その「こーせーぶっしつ」
効きませんよ 

総合診療科発 !

昭和大学病院 総合診療科　豊田弘邦

健康のヒント

※AMR ： Antimicrobial
　resistance 薬剤耐性

カ

《 カ ゼ と 抗 生 物 質 》の ポ イ ン ト

カゼはウイルスが原因なので、抗生物質は
効かない

経口第三世代セフェム系抗菌薬は腸管からの
吸収が悪いため、体内の細菌に

対して十分な効果を発揮できず、細菌感染で
あっても治らない可能性がある

細菌が抗生物質に無用にさらされると、

他の抗生物質も効かなくなる「耐性化」を生
じる懸念がある

カゼで受診する際、医師には「症状を良くし
てください」と言う

1
2

3

4
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◆品川職人組
品川伝統工芸保存会会員による新製品の開発や職人
技術のコラボレーションを活発に行うため『品川職人組』
を設立。伝承され培われてきた技術で作られる魅力あふ
れる製品を品川区で創出し、国内外に発信する。

http://www.scmg.jp/

　

藤
山
千
春
さ
ん
は
、

職
人
歴
お
よ
そ
50
年
の

吉
野
間
道
の
染
織
家
だ
。

藤
山
さ
ん
に
と
って
織
物

は
、幼
少
の
頃
か
ら
身
近

に
あ
っ
た
と
い
う
。「
母

が
東
京・青
ヶ
島
の
出
身

で
、八
丈
島
の
黄
八
丈
織
り
と
か
、昔
か
ら
馴
染
み
が
あ
り
ま
し

た
。そ
れ
で
ち
ょっ
と
勉
強
し
て
み
よ
う
と
、高
校
と
大
学
で
染

織
を
勉
強
し
て
。卒
業
後
は
、柳
悦
孝
先
生
の
工
房
で
学
ん
で
い

ま
し
た
」

　

日
本
を
代
表
す
る
染
織
家・柳
悦
孝
氏
の
も
と
で
修
業
を
重

ね
、大
井
町
の
自
宅
を
工
房
に
創
作
を
始
め
る
。藤
山
さ
ん
が

織
っ
た
着
物
や
帯
は
、す
ぐ
に
売
れ
て
いっ
た
と
い
う
。

「『
柳
先
生
の
お
弟
子
さ
ん
で
、染
織
を
し
て
い
る
』と
、民
芸
店

さ
ん
が
喜
ん
で
買
って
く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
。で
す
か
ら
、作
品
を

販
売
し
て
い
く
こ
と
に
は
心
配
は
な
か
っ
た
。で
も
一
人
で
作
る

に
は
手
間
も
時
間
も
か
か
る
し
、生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
ど
う

し
よ
う
か
と
。そ
れ
で
、染
織
の
教
室
を
始
め
た
ん
で
す
。そ
こ

に
通
う
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
て
、今
は
15
人
く
ら

い
で
工
房
を
や
って
い
ま
す
」

　

織
り
糸
を
染
め
る
の
に
使
う
草
木
は
お
よ
そ
10
種
類
。染
料

に
な
る
草
木
の
う
ち
、「
臭
木（
く
さ
ぎ
）」や「
矢
車
附
子（
や

し
ゃ
ぶ
し
）」な
ど
は
工
房
内
に
育
つ
。ま
た
自
然
発
酵
が
必
要

な
藍
は
、庭
の
藍
瓶
で
建
て
て
い
る
。「
専
用
の
瓶
が
ほ
し
か
っ
た

と
き
、当
時
の
私
に
は
と
て
も
高
く
て
ね
。ど
う
し
よ
う
か
柳
先

生
に
相
談
し
て
、自
分
で
作
る
こ
と
に
し
た
ん
で
す
。１
メ
ー
ト

ル
く
ら
い
の
土
管
を
庭
に
埋
め
て
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
底
を
固
め
て
、

大
変
だ
っ
た（
笑
）」。発
酵
さ
せ
る
た
め
に
は
、同
じ
藍
瓶
を
毎

日
使
う
こ
と
は
で
き
ず
、季
節
や
天
候
に
よ
っ
て
は
、染
め
の
作

業
で
数
ヵ
月
か
か
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。さ
ま
ざ
ま
な
色
合
い

に
染
め
ら
れ
た
糸
を
織
る
中
で
、さ
ら
に
経（
た
て
）糸
と
緯（
よ

こ
）糸
と
が
合
わ
さ
り
、無
数
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョン
が
生
ま
れ
る
。

　

染
織
物
の
醍
醐
味
は
、「
失
敗
に
よ
っ
て
出
逢
う
、柄
や
色
の

美
し
さ
」に
あ
る
と
い
う
。「
若
い
頃
は
ね
、最
初
に
ど
ん
な
も
の

に
し
よ
う
か
計
画
す
る
で
し
ょ
、そ
の
通
り
に
仕
上
げ
る
こ
と
が

ゴ
ー
ル
だ
と
思
っ
て
た
。で
も
失
敗
し
た
と
き
に
、初
め
て
出
逢

う
色
や
柄
っ
て
あ
る
ん
で
す
。そ
れ
っ
て
、自
分
の
頭
の
中
の
イ

メ
ー
ジ
に
な
か
っ
た
も
の
よ
ね
。そ
れ
が
次
の
新
し
い
作
品
に
繋

が
る
。そ
う
い
う
偶
然
を
楽
し
ん
で
、今
は
織
って
い
ま
す
」

　

長
女・優
子
さ
ん
は
、工
房
の
二
代
目
と
し
て
10
年
ほ
ど
前
に

入
門
し
た
。「
完
成
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
工
程
が
あ
り
、染
め
る

だ
け
で
半
年
か
か
る
作
品
も
あ
り
ま
す
。染
め
の
作
業
で
失
敗

し
て
、寝
ず
に
糸
を
洗
い
続
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。そ
う
いっ

た
大
変
さ
も
あ
り
ま
す
が
、日
々
夢
中
に
な
っ
て
作
っ
て
い
ま
す
。

母
が
続
け
て
き
た
こ
と
は
、

や
っ
ぱ
り
自
分
に
も
向
い
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

仕
上
が
っ
た
作
品
は
、

都
内
や
京
都
を
は
じ
め
と

す
る
全
国
の
呉
服
店
で
展

示
、販
売
さ
れ
、多
く
の

フ
ァ
ン
を
魅
了
す
る
。

　

長
い
歳
月
を
か
け
て
、

新
た
な
柄
や
色
と
出
逢
う
。

そ
の
喜
び
と
と
も
に
、吉

野
間
道
は
今
日
も
母
娘
で

作
り
継
が
れ
る
。
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その道50年。母娘で伝える、日本伝統の染織物。
M e i s t e r

工房のメンバーは都外からも集まる。アメリカンショートヘアの「ペル」は看板猫。

吉野間道の柔らかな色合いは、自然の草木によって生み出
される。染料には植物の実や皮が用いられ、「絣（かすり）く
くり」「はたき」などの細かな工程を経て、糸が完成する。

染める

庭の「臭木」の実は、鮮やかな浅葱色の染料に。▼

▲糸にビニールを巻いて防染して染め
てから、ビニールを外しながら重ねて染
めて、同じ糸束に濃淡を生む。この作業
を絣（かすり）くくりという。

▲染めた糸をはたいて、巻きやすい状態にする。

▲藍瓶を使え
る時期は４月～
11月頃まで。自
然発酵させる
ことで、染まりが
良くなる。

「翔藍霞」
優子さん作

～ しょうあいがすみ ～

「錦霞」
千春さん作

（1ページ目次写真）
～ にしきがすみ ～

Chiharu Fujiyama

すべて手作業で機を
織り、色柄は千春さんと
優子さんが決める。経
糸を織り機にセットし、
仕上がりのデザインを
イメージしながら、緯糸
を入れていく。織り始め
てから完成までは、そ
の柄や、帯か着物かに
よって１週間～２ヵ月ぐ
らいかかる。

織る
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“まごころ”あふれる
医療人を育てる 

検 索昭和大学

医学部／歯学部／薬学部／保健医療学部  看護学科・理学療法学科・作業療法学科

2018年、昭和大学は創立90周年を迎えます。

　１９２８年（昭和３年）、本学創立者・上條秀介は昭和医学専門学校と同附属病院

を創設しました。建学の精神に掲げられた「至誠一貫」。これは「常に相手の立場に

立ってまごころを尽くす」ということ、すなわち「痛みを抱える患者さんに対してまごころをもっ

て接する」という本学の精神です。

　創立から９０年の歳月を経て、医学部、歯学

部、薬学部、保健医療学部を擁する「医系総合

大学」に発展しました。今日から将来にわたって、

本学はこの精神を継承しながら、まごころを尽くし

た診療・教育・研究を進めてまいります。

NEWS
SHOWA Univ．

ＥＤＵＣＥ１5号で
アスリート職員を紹介しました。
大学ホームページから
バックナンバーをご覧下さい。
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Ｊ
Ｏ
Ｃ（
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）の

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
就
職
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョン

「
ア
ス
ナ
ビ
」に
よ
り
本
学
職
員
と
な
っ
た
獅
子

内
美
帆（
総
務
部
所
属
）、藤
本
も
え
こ（
総
務

部
所
属
）、浮
田
留
衣（
人
事
部
所
属
）の
３
選

手
が
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
女

子
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

平
昌
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
会
場
に
も
多
く
の

本
学
職
員
な
ど
が
応
援
に
行
き
、声
援
を
お

く
り
ま
し
た
。

　

予
選
リ
ー
グ
の
第
3
戦
と
な
る
2
月
14
日

の
対・韓
国
北
朝
鮮
合
同
チ
ー
ム
の
試
合
で
は
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
ホ
ー
ル
と
、近
隣
の
品
川
区

立
第
二
延
山
小
学
校
の
ア
リ
ー
ナ
で
パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。本
学
関
係

者
の
ほ
か
、小
学
校
の
児
童・保
護
者・職
員
も

参
加
し
、約
5
0
0
人
の
熱
い
声
援
の
な
か
で
、

日
本
代
表
チ
ー
ム
は
4
対
1
で
勝
利
し
て
、念

願
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
初
勝
利
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

予
選
リ
ー
グ
で
は

浮
田
選
手
が
2
試
合

で
ゴ
ー
ル
を
決
め
、藤

本
選
手・獅
子
内
選
手

も
攻
守
に
わ
た
っ
て
活

躍
し
ま
し
た
。日
本
代

表
チ
ー
ム
は
1
勝
2

敗
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
進
出
を
逃
し
ま
し

た
が
、順
位
決
定
戦
の

結
果
、6
位
と
い
う
過

去
最
高
成
績
を
お
さ

め
ま
し
た
。

品川区立第二延山小学校アリーナにて

旗の台キャンパス学生ホールにて

アイスホッケー女子日本代表

「スマイルジャパン」
本学職員が平昌オリンピックに出場！

約500人が2カ所に集い
声援を送ったパブリックビューイング！

REPORT  the staff was active at the Olympic !

2018  PYEONGCHANG OLYMPIC
１月２２日に開催された
平昌オリンピックアイスホッ
ケー女子日本代表（スマ
イルジャパン）壮行会。
（公益財団法人日本アイ
スホッケー連盟主催）

獅子内美帆選手

藤本もえこ選手

浮田留衣選手

飯塚祐司コーチ
（本学人事部所属）


